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私
人
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
意
向
を
忖
度
し
て
働
く
国
家
公
務
員
の
行
為
の
意
味
に
関
す
る
質
問
主
意

書

先
般
提
出
し
た
「
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
一
〇
五
号
）
に
対
す
る
答
弁
書

（
内
閣
衆
質
一
九
三
第
一
〇
五
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
「
公
人
と
は
、
一
般
に
、
公
職
に
あ
る
人
を
意
味

す
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
他
方
、
私
人
と
は
、
一
般
に
、
公
人
の
対
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
「
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
」
は
、
公
人
で
は
な
く
私
人
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
た
。

三
月
二
十
三
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
か
ら
塚
本
幼
稚
園
の
籠
池
氏
に
送
ら

れ
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
は
、
「
先
日
は
、
小
学
校
敷
地
に
関
す
る
国
有
地
の
売
買
予
約
付
定
期
借
地
契
約
に
関
し
て
、
資
料
を
頂

戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
財
務
省
本
省
に
問
い
合
わ

せ
、
国
有
財
産
審
理
室
長
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
」
、
「
な
お
、
本
件
は
昭
恵
夫
人
に
も
す
で
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

三
月
二
十
三
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
か
ら
塚
本
幼
稚
園
の
籠
池
氏
に
送

一



ら
れ
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
文
書
は
公
文
書
で
あ
る
の
か
。
政
府
内
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
持
つ
の
か
。

二

私
人
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
意
向
を
忖
度
し
、
国
家
公
務
員
の
身
分
を
持
つ
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
の
職
員
が

財
務
省
な
ど
に
案
件
を
照
会
す
る
こ
と
は
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
か
ら
当
該
女
性
職
員
へ
の
指
示
あ
る
い
は
陳
情
で
あ
る
と

い
う
理
解
で
よ
い
か
。

三

か
か
る
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
の
「
財
務
省
本
省
に
問
い
合
わ
せ
」
る
行
為
は
、
公
務
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い

か
。

四

内
閣
総
理
大
臣
夫
人
が
私
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
私
人
に
対
し
て
当
該
職
員
が
「
本
件
は
昭
恵
夫
人
に
も
す
で
に
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
行
為
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
い
う
「
職
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を

漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
と
い
え
ど
も
同
様
と
す
る
」
で
い
う
守
秘
義
務
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五

内
閣
総
理
大
臣
夫
人
は
、
か
か
る
「
小
学
校
敷
地
に
関
す
る
国
有
地
の
売
買
予
約
付
定
期
借
地
契
約
に
関
し
て
」
職
務
権

限
を
有
し
て
お
ら
ず
、
国
家
公
務
員
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
が
「
本
件
は
昭
恵
夫
人
に
も
す
で
に
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
く
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
意
向
を
忖
度
し
て
そ
の
私
的
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
さ
れ
る
国
家
公
務
員
が
、
所
掌
業
務
を
超

二



え
て
政
府
機
関
に
陳
情
等
の
問
い
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
が
一
心
同
体
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
内
閣
総
理
大
臣
の
暗
黙
の
了
解
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
政
府
内
に
あ
る
た
め
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

三


